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研究の概要 
本研究は、「美術に即した文化的・国家的自己同一性」が、美術の制度のみではなく、その造

形性を踏まえて、追求・形成されることを明らかにしようとするものである。現在は、絵画・ 

彫刻・建築という美術の三分野において、その前提となる、実作品の包括的な海外調査を進め 

ており、各分野で厖大な画像資料や文献資料を集積しつつある。 

研 究 分 野： 東アジア絵画史 

科研費の分科・細目： 哲学・美学・美術史 

キ ー ワ ー ド： 美術史 アジア 文化 国家 自己同一性 

１．研究開始当初の背景 ４．これまでの成果 
日本近代美術史研究が、対象をもっぱら日

本近代美術のみとし、その影響ももっぱら西
欧美術のみから論じて、「研究」と称してお
り、当然、影響を受けたであろう、江戸時代
以前の日本の伝統絵画は勿論、日本のそれに
大きな影響を与えつづけてきた中国や韓国
の伝統絵画にも全く無知なまま、得々として
恥じない、奇怪な現状を呈することに、東ア
ジア絵画史研究者として、はなはだ疑問を感
じたことが、研究開始当初の背景としてある。 

【2007 年度】 
 本年度、絵画第一班：小川・板倉・西上は、
アメリカ・カナダの公私のコレクション 20
個所に所蔵される中国絵画約 1500 点の調査
撮影を行いつつ、各地の美術館・博物館の収
集方針の把握に努め、合わせて各館のフロ
ア・プランの小冊子を収集した。本方針は、
各年度に亘る。また、適宜、国内調査を進め
た。第二班：後小路は、福岡アジア美術館所
蔵の朝鮮美術展図録などを調査した。第三
班：桝屋は、ルーヴル美術館など２個所で、
ペルシア・タイル作品の調査を実施し、資料
約 350 点を入手・整理の後、ペルシア語銘文
解読を行った。 

２．研究の目的 
本研究の目的は、「美術に即した文化的・

国家的自己同一性の追求・形成」が、国家に
よる美術館・博物館や美術学校の開設、展覧
会などの開催といった制度的なものだけが、
重要であるのではではなく、作家自身が、追
求する伝統絵画から継承する多様な造形性
と、それを離れて創造する同じく多様な造形
性の二種の造形性の併存こそが、文化的・国
家的自己同一性追求・形成の根幹をなすこと
を示すことにある。 

 彫刻第一班：浅井は、東京国立博物館収集
東南アジア彫刻スライド資料整理を継続し
つつ、その補充調査として、タイなど 3カ国
の彫刻調査を実施した。調査個所はバンコク
国立博物館など、34 個所である。 
 建築班：大田は、ライデン大学など 10 個
所で調査を実施し、宗主国と植民地の建築に
関わる基礎資料などを収集した。 ３．研究の方法 
 本年度は、これまで積み重ねてきた萌芽研
究・基盤研究（A）の成果を承け、絵画・彫
刻・建築班が分担して世界調査を実施するこ
とが出来た。 

 研究の前提となるのは、実作品の調査研究
による画像資料と文献資料の集積であり、絵
画班・彫刻班・建築班に分かれて世界的な海
外調査を行い、その成果の整理の後、文献資
料を補足的に用いつつ、画像資料の研究に入
る。研究方法は、厖大な画像資料に共通する
造形性と共通しないそれを見出すことであ
り、上記の根幹を示すことにある。 

【2008 年度】 
絵画第一班：小川・板倉は、大英博物館 

など、ヨーロッパの公私コレクション 20 個 
所に所蔵される中国絵画約 860点の調査撮影 



を行った。また、西上とともに、適宜、国内
調査を進めた。総点数 860 点のヨーロッパ調
査で最大の収穫は、大英博物館調査の際に、
極めて良質の所謂チャイナ・トレード・ペイ
ンティングがあることがわかった点にあり、
本調査に基づく『中国絵画総合図録 三編』
にこれらの作品が収載されれば、中国絵画史
研究の新分野として認められることは疑い
ない。また、第三班：桝屋は、インド・イス
ラーム史跡写真資料約 1700 点の整理を開始
し、シアトル美術館所蔵のタイル写真資料を
整理した。第四班：井手は、高麗仏画による
自己同一性追求について、韓国で研究発表な
どを行った。第五班：田中は、オーストラリ
ア美術における自己同一性の問題を考察し
た。 

彫刻第一班：浅井と第二班：朴は、前述の
スライド資料整理を継続しつつ、共同で、中
国彫刻作品調査を実施した。調査個所は雲南
省博物館など、29 個所である。 

建築班：大田は、マレーシア・セネガル・、
アメリカにおいて、国立公文書館など、三ヵ
国総計 13 個所の建築の調査撮影、関連資料
の収集を行った。 
【2009 年度】 
本年度は、原資が前年、前々年に比して、

少ないため、海外調査は絵画第一班：小川・
板倉のみに限り、他班は、すべて、2007・08
年度の調査資料整理や個人研究に徹した。そ
の対象は、以上の成果報告に示すとおりであ
る。それに対して、絵画第一班は、メトロポ
リタン美術館・ボストン美術館・ピーボデ
ィ・エセックス博物館３館のみに集中し、中
国絵画調査を行った。その成果は、概数で、
メトロポリタン美術館については、補充調査
として、35 点、ボストン美術館の千点は、撮
影料の問題で、既刊の『中国絵画総合図録』
『同 続編』（東京大学出版会）には収載さ
れておらず、双方にとって、30 数年来の懸案
であった。 

今回、ボストン美術館側からの 700 点ほど
の作品の画像ファイルの提供を受ける一方、
本格的な調査を始めて行うことができたの
は、ハーバード大学ユキオ・リピット準教授
（日本美術史）の仲介によってである。ただ、
その本格的な調査とは、ボストン美術館創設
以来、収蔵庫に眠ったままの作品 300 点ほど
について、小川が鑑定しつつ、悉皆調査し撮
影を行うものであったとはいえ、明治初期に
日本から流出したものと思われる、元代から
明初の常州草虫画の優品１点を含む、１割 30
点ほどの作品を拾い上げる機会を得たのは、
学者として大いなる僥倖であった。なお、ピ
ーボディ・エセックス博物館で調査撮影した
のは、チャイナ・トレード・ペインティング
を中心に 240 点余の作品である。 

５．今後の計画 
先ず、これまでの実作品の調査研究による

画像資料と文献資料の集積に、これからの 2
年間のそれを加える。既に集積した資料は、
例えば、絵画班について、現時点での点数を
示すと、国内：632 点、国外：3542 点であり、
調査研究を続けつつ、全ての成果の整理を終
える。その前後の適当な時点で、画像資料の
分析・研究に入り、より多数の作品に共通す
るより普遍的な造形性の発見に努める。例え
ば、小川が見出した、中国五代・北宋時代以
後の作品に通有の地平線の存在がそれであ
り、以後の作品の規範となり、中国画家の中
国画家としての自己同一性の根幹となる。 
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